調査結果の概要

（平成１３年６月２４日執行東京都議会議員選挙）

１  選挙別投票行動

  年代別投票行動を概観すると、いずれの選挙でも21～24歳が最も低く、年齢とともに徐々に高くなりながら、60歳代後半で最も高くなり、70歳以上ではまた低くなるという傾向がみられる。

平均実投票率50.08％と比較してみると、20歳代、30歳代及び40歳代前半は平均以下であるが、40歳代後半以上では、各年代で平均を超えている。20 歳の投票率は、各選挙とも21～24歳より高く、今回の都議会議員選挙でもその差は6.86ポイントとなっており、近年と同様の傾向を示している。

30歳代の投票率は38.73％となり平均実投票率より11.35ポイント下回った。これは、昭和51年の衆議院議員選挙から調査を開始して以来初めて10ポイント以上下回ったことになる。また、40歳代前半の投票率が平均を下回ったのも初めてのことである。

２  男女別投票行動

20歳代から60歳代前半までは女性が男性を上回っており、平均実投票率でも男性が48.24％、女性が51.87％で女性の投票率が3.63ポイント高くなっている。

21～24歳の男女差は1.32ポイントであるが、20歳代後半から男女の差は拡大し、30歳代後半ではその差が5.45ポイントと最大となる。

30歳代から50歳代前半までは、4～5ポイント差で推移するが、50歳代後半から差が縮まりはじめ、60歳代後半以上では男性の方が高くなり、70歳代以上の男女差は、11.31ポイントと大きく開く傾向にある。

３  区市郡島別投票行動

年代別・区市郡島別に見てみると、島部を除いて21～24歳が最も低く、その後年齢とともに徐々に高くなり、65～69歳までが最も高い。70歳以上になるとまた低くなるという傾向がある。

区部及び市部の年代別投票行動にはほとんど差が無いといえる。また、島部の年代別投票行動は、区部・市部と比べたとき、20歳ではほとんど差が無いが、21～24歳以降島部が高くなり、25～29歳では約17.3ポイントまで差が開き最大となる。そして30歳代以降、差が徐々に縮まっていく傾向にある。

４  区部地域別投票行動

区部各地域の年代別投票行動に際立った特徴は見られないが、都心の30歳代後半以上の投票率は、他の地域に比べて最も低くなっている。

一方、21～34歳までの若年層の投票率については、城西地域が最も低くなっている。

